
 

 

 

 

with コロナ時代で過ごすガマンの日常 

～いつも以上に、心から子供たちの成長をほめて勇気づける～ 

校長 近藤 百合 

 

 Covid19 が世界中を席巻して２年以上たちます。少し収まりを見せたかと思ったら新し

い変異株の出現。学校での子供たちは、コロナ前のような自由な活動はできず、ガマンの

日々を送っています。３月６日まではまん延防止等重点措置ということもあり、「友達と

くっつかない」「大声を出さない」「大勢で外で遊ばない」「放課後や休日の友達との関わ

り方」をいつも以上に気をつけながらの日々です。 

 子供たちは気分転換、ストレス発散も十分に行えていない状況です。しかし子供たちは

「コロナ禍だから仕方ない。この中でできることをしよう。」と前向きに受け止め、様々な

工夫をしながらがんばってくれています。もしかしたら心の中でわだかまりがあって、爆

発しそうな気持ちを必死に抑えているのかもしれません。 

 だからこそ、学校でも御家庭でも「がんばっている子供たちを丸ごと受け止める」こと

が大切です。当たり前の行動、朝起きること、挨拶をすること、学校へ行く準備をすること

などできていることを認め、ほめ、プラスのストロークを大切にしていきましょう。また、

問題行動は起きて当たり前です。人間、誰しも成長過程で、多少の失敗はするわけです。

With コロナ時代は、いつも以上に「よくない行動」が起きるはずです。「コロナだから仕

方ないよね」ではなく、是非を明確にした指導は必要です。ただ、その行動の裏側、気持ち

はしっかりと受け止めた上で、対話しながら「どうするべきであったか」を考えさせてい

くことが大切になります。大人は結構、「気分転換」をしています。でも、子供たちはまじ

めに、言われたことをきちんとやろうとしています。「がまんすることを当たり前と思お

う」としています。そんな子供たちの気持ちに寄り添っていくためにも、いつも以上にコ

ミュニケーションを図っていきましょう。子供たちが話すことを、まずはじっくりと聴い

ください。 

 ３月、まとめの時期となりました。１年間、保護者の皆様には、子供たちが学校で学ぶ姿

を十分に見ていただくことができませんでした。分散授業参観、ミニ運動会、音楽会での

姿や毎日更新しているＨＰなどを通して日々の姿を見ていただきました。その姿や、日々

のお子さんとの会話から頑張っている姿を認め、励ましていただいたことだと思います。

年度末には修了証・通知表をお子さんが持って帰ります。その際には、「できたこと、のび

たこと」をお子さんと一緒に振り返りながら、「本当によく頑張った！！」と心からの声掛

け、勇気づける言葉がけをよろしくお願いします。 

 学校・家庭・地域社会が一体となって、子供たちの１年間の成長を「認め、ほめて、勇気

づけて」いきましょう。 

 

 
 
 

 

前川小学校の教育活動の様子について 

 前川小学校の教育活動の様子については、随時更新している前川小学校のホーム 

ページで御覧ください。右のQRコードから閲覧可能ですので、御確認ください。 

学校ホームページ httpｓ://maekawa.official.jp 

 

前川小学校 HP 

 

家庭数 

 
 

学校教育目標  

思いやりの心をもち 進んで学ぶ子 元気な子の育成 

児童数 男子３４９名 女子３０４名 計６５３名 

令和４年２月２５日

 

前川小学校だより ３月号 

http://maekawa.official.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

～がんばった前川っ子！！～ 

＜次年度の日課について＞ 
「学校だより２月号」でお知らせしたとおり、次年度日課表が変

わります。ポイントは以下の通りです。下校時刻も変わりますの
で、御確認ください。 

～変更のポイント～ 

①週３日、０時間目に国語の授業をモジュールで行います。 

  （15分×３回で１時間分とします） 

②火曜日の日課が大きく変わります。 

１～２年生：４時間授業。給食を食べて１３時２０分下校。 

３～６年生：５時間授業。１４時２０分下校。 

③２年生は水曜日が６時間授業となります。 

④各曜日下校時刻が今年度より１０分繰り上がります。 

⑤特別日課の際は、午前中に５時間、授業を実施します。 


